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Ⅰ．はじめに
　『防長風土注進案』とは、江戸後期に編纂が行われた長州藩の地誌である。我々はこの『防
長風土注進案』（以下注進案と略す）の記載をもとに、食品、商品作物、手工業製品などを含
む産物データベースを構築した。筆者らは、注進案記載の産物のうち、農作物・採集品、魚介
類・海藻類、鳥獣類について、食品目録という形で３篇報告を行った1。本稿では、注進案記
載の産業の項を中心に整理し、手工業製品や商品作物、職業や商業を含む産業の目録を作成す
る。また各産業・手工業製品等の普遍性、偏在について、宰判ごとに集計し概要を報告する2。

Ⅱ．産業・手工業製品目録
　表１に注進案に記載されている産業・手工業製品の目録を示す3。農業、林業、食品、繊維・
織物、製紙、工芸、金属・鉱物、水産、運搬、商業の10類に大きく分かれ、合計は201品目で
ある。類ごとの品目の数は工芸が56品目（28%）と多数であり、次いで商業が27品目（13%）、
農業が26品目（13%）、林業が24品目（12%）金属・鉱物が17品目、繊維・織物が16品目、食
品と水産が12品目、運搬が７品目、製紙が４品目である。
　本目録のうち、ロウは全体の63%の村落に記載されている。次いでモメンが54%、コウゾ
が53%、タキギが51%、タバコが46%である。ほか、タケが40%、ナワが33%、スミとカミが
27％、ムシロが24%の記載である。
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1 前稿とは松森ほか2014、松森ほか2015、松森ほか2016を指す。比較を容易にするため、本稿の構成は
可能な限り前稿に合わせた。本文中に前稿と重複する記述があるが、本稿単体で読めるように重複記述
の削除は行わなかった。
2 本稿の目録は筆者らが確認できたものに限られる。可能な限り記載を集めるように努めているが、注進
案に記載されている産業・手工業製品を完全に網羅したものではない。
3 以下の方針で整理を行っている。①注進案の産業また産業之事の項に含まれる産業・手工業製品等の記
載を集める。それぞれの記載に対し、仮の共通名を付与する。②記載を共通名ごとに整理する。上位に
分類と産業の項目を付与する。③共通名を吟味し、目録名として掲載する。目録の分類の列と産業の列は、
ボトムアップで定まったもので、本目録の整理の目的においてのみ有効である。一般性は無い。

『防長風土注進案』記載の産業と手工業製品

― 41 ―



　類ごとの記載件数（表１の記載数の列）の和は工芸が23%、林業が19%、繊維・織物が13%
であり、産業・手工業製品記載の過半数はこれら３類である。更に農業、製紙がそれぞれ12%
を占め、これらの合計は79%となる。製紙業では４品目で全体の記載件数の12%を占め、楮と
紙の生産が広く行われていたことが分かる。一方で、商業は27品目で全体の記載件数の６%を
占める。多種類の職業、商売が散在していたと考えられる。
　目録の201品目のうち、村落全体の４割以上に記載のある産業・手工業製品は６品目（３%）、
２割以上に記載があるものは11品目（５%）、１割以上の記載は27品目（13%）である。すなわち、
１割未満に記載のある産業・手工業製品は、全体の87%である。このように、記載頻度の高い
産業・手工業製品はごく一部に限られており、大部分は頻度の低い品目である。

Ⅲ．宰判ごとの記載頻度
　次に、これら産業・手工業製品についてその記載頻度を宰判4ごとに集計し、比較を行う。
その際、記載の表記ゆれを併合し、目録名ごとにまとめる。これを表２に示す。また宰判の区
域について図１に示す。紙幅の都合により全てを取り上げることはできないが、ここでは普遍
的な産業・手工業製品、記載の偏る産業・手工業製品、固有の産業・手工業製品について説明
する。
普遍的な産業・手工業製品　タキギは17全ての宰判に記載がある。ロウ、コウゾ、タケは16
の宰判に、モメン、タバコ、スミは15の宰判に記載のある普遍的な品目である。ナワは14の
宰判に、カヤは13の宰判に、カミ、ムシロ、リョウ、ゾウリは12の宰判に記載がある。
記載の偏る産業・手工業製品　複数の宰判に記載があるものの、特定の宰判にその頻度が偏る
産業・手工業製品について表３に示す5。表の［宰判］列は記載数の最も多い宰判を示す。［最
大値］列は記載数の最大値を、［宰判数］列は記載のある宰判数を示している。［平均］列は、
最大値を取る宰判を除いた、記載数の平均である6。
固有の産業・手工業製品　ある宰判にのみ記載のある、宰判固有の産業・手工業製品について
は、以下に示す。
　ヌノは大島宰判の６村にのみ記載がある。ヌカは同宰判の４村に記載がある。トウシンは熊
毛宰判の３村にのみ記載がある。センゴクトオシは同宰判の２村に記載がある。ロウセキは都
濃宰判の２村に記載がある。コウチンは三田尻宰判の14村に記載がある。ゴフクヤとクワダ
イクは同宰判の４村に記載がある。ハナシバ、シタテヤ、ヒョウグ、シュクウマ、アゲヤ、ハ
マカセギは同宰判の３村に記載がある。ゲイコヤ、ソバヤ、ミソヤは同宰判の２村に記載があ
る。ノリは徳地宰判の19村に記載がある。ヤマトロロは同宰判の４村に記載がある。セキタ
ンは舟木宰判の９村に、ゴザは同宰判の４村に、ジゲイは３村に、クラ、テッポウリョウ、ヒ

4 宰判とは「長州藩における郷村支配の中間組織として一代官の管轄する地域（二〇～三〇か村）」を指す。
　（『防長歴史用語辞典』（1986）p.165、宰判の項より）。
5 なお多くの場合、産業・手工業製品の記載頻度は宰判ごとに均一ではない。いくつかの宰判に偏ってい
ることが普通である。その中から特徴的と思われるものについて、以下の手続きにより抽出した。①各
品目の宰判ごとの記載数を、品目ごとの合計で除算した。これはある品目がどの宰判に偏っているかを
０から１の間の値で示す。②品目ごとに、①の値の最大値と、平均値の差を算出する。これはある宰判
の偏りが、どれほど平均値から離れているかを示すものである。また記載のある宰判が少ないために、
大きな①の最大値を持つ品目を除外するためである。③算出した②の値が0.3より大のものを取り出した。
この閾値はデータを見ながら主観的に設定した。
6 すなわち（対象品目の記載総和−最大値）÷（宰判数−1）である。
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表1．産業・手工業製品目録 （産業の列が空欄の場合は、手工業製品。
◯の場合は人、店、稼ぎ等を表す。）
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図１　宰判と支藩領

表２　宰判ごとの産業・手工業製品の記載頻度
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ウチイシは２村に記載がある。ヨウサンとカンナは美禰宰判の２村に記載がある。モミバコは
前大津宰判の２村に記載がある。
　また、ある村落にのみ記載されている村落固有の産業・手工業製品については、以下に示す。
ホシカレイ、コイワシイリコは大島宰判の１村にのみ記載がある。アシナカ、イタモノ、タヅ
ナは奥阿武宰判の１村にのみ記載がある。タワラは奥山代宰判の１村にのみ記載がある。ホウ
キは上関宰判の１村にのみ記載がある。マグワケタ、フルイ、ワク、ニンギョウセキは熊毛宰
判の１村にのみ記載がある。マッコウは都濃宰判の１村にのみ記載がある。カッパ、センバ、
オチバ、ハキモノナオシ、フデユイ、ボクセイジョ、タンス、ブッシ、カドマツ、センコウ、
コウグ、バグ、テラコヤ、コシモノショク、エキシャ、ハマイシヒロイ、ヌイセンタクは三田
尻宰判の１村にのみ記載がある。カツラは徳地宰判の１村にのみ記載がある。クギ、タビ、ワ
ン、カマ、トイシは山口宰判の１村にのみ記載がある。サラシモメンは小郡宰判の１村にのみ
記載がある。クワ、カクギ、フシキ、ウンサイモメン、ナベブタ、サイノメイシ、バイは舟木
宰判の１村にのみ記載がある。タイシャセキは美禰宰判の１村に記載がある。ウンリュウセキ、
モリ、ケンは先大津宰判の１村にのみ記載がある。ハリ、ウマノハナクリ、クジラノシは前大
津宰判の１村にのみ記載がある。シタクサ、ウエノツチは当島宰判の１村にのみ記載がある。
　目録の201品目のうち、普遍的な産業・手工業製品は13品目（６%）、記載の偏る品目は18品
目（９%）、固有の品目は80品目（40%）である。本稿で取り上げたこれらの111品目は全体の
55%であり、残り半数の検討は次の課題である。残された90品目の産業・手工業製品は、記載
頻度の少ないものが過半数であり、特定の宰判への偏りも小さい。しかし、そのセット関係、
また村落立地を併せてつぶさに検討することにより、記載の持つ意味を考えていくことが可能
である。

Ⅳ．おわりに
　本稿では『防長風土注進案』の記載をもとに構築したデータベースを用いて、産業と手工業
製品を中心とした目録を作成し、概要を報告した。筆者らは地理情報システム（GIS）と明治
時代の地形図を用いて、村落位置の入力を行っており、本目録所収の産業等の地理分布につい
ては、地図上で検討することができる。農業や林業、手工業による産業は、水産業や金属・鉱
業に比べて、地理的な制約が弱いかと思われる。しかし、一方でその普遍性、また地域的偏在
を明らかにすることは意義が大きい。これら地理的分布の検討については、次の課題としたい。
　なお、注進案の産業の項の記載には、宰判ごとに偏りがみられる。記載数を宰判ごとに集計

表３　特定の宰判に記載の偏る産業・手工業製品
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すると、三田尻宰判と舟木宰判が記載数が多く、この２宰判を除いた平均の３倍以上の記載が
ある。また、今回は注進案の産業の項を中心に整理を行った。しかし、注進案にはこれとは別
に、職業や店などを別項目、また文章中に列挙する場合がある。今回の報告は、産業の項の記
載を中心にまとめたもので、これら別項や文章中の記載は含まれない。このように、本稿は注
進案記載の産業・手工業製品を完全に明らかにしたものではないが、先の食品目録と合わせて、
当時の防長の生産活動を概観する事はできる。目録の作成を第一歩とし、より研究を深めてい
きたい７。
　本稿で利用したデータベースの入力作業は、山口大学教育学部健康科学教育課程生活健康科
学コース23年度卒業生が主に担当した。目録作成の整理作業に際しては、同志社大学文化情
報学研究科修了生の田中沙恵の協力を得た。産業及び手工業製品の読み、解釈に際し、山口大
学教育学部の森下徹教授の指導を頂いた。記して感謝する。本稿は科学研究費補助金「地理情
報システムを活用した食文化研究の構築」（研究課題番号：23500928、五島淑子代表）、また
平成28年度学術研究振興資金（若手研究者奨励金）「近世村落の生産活動と環境適応：産物デー
タベースの構築と定量的・地理的分析」（松森智彦）の助成による研究成果の一部である。
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７ 目録の［記載名ヨミ］の列には、筆者らが［記載名］に対して読んだ「読み仮名」が示されている。
注進案の産業・手工業製品の記載には、ルビの振られていないものが多く、本稿では筆者らの「読み仮名」
を示すことにした。松森ほか2014の表１［記載名カナ］も、同様に筆者らの「読み仮名」が示されている。
しかし、松森ほか2015、2016にて扱った魚介類・海藻類・鳥獣類では、注進案のルビの記載が充実しており、
また同じ漢字に対し別のルビが振られているものが複数あったため、［記載名カナ］列に注進案記載のル
ビを示すことにした。このような経緯があり、本稿では記載名に対して読んだ「読み仮名」であること
を明示するために、従来の［記載名カナ］の列名を［記載名ヨミ］に変更している。注進案の記載は膨
大であり、前稿、本稿での入力・分類・カナ等の誤りも予想される。注進案の記載を入力したデータベー
スをインターネット上で公開し、確認された誤りを修正して最新の状態に保ち、投稿済みの４目録との
差分を示すことにより、補っていきたい。

― 56 ―

松森智彦・中村　大・五島淑子


